
第16回新エネルギ一発電設備事故対応・
構造強度WG 資料1-2

淡路市北淡震災記念公園風力発電設備における倒壊事故について

1 . 設備概要と事故概要

1-1. 設備概要

所 在 地：兵庫県淡路市小倉

運 転開始：平成14年4月

1-2. 風力発電設備概要（単機）

型 式：三菱重工業製 MWT-S600

出 力：600kW 

回 転 数：10-34rpm 

ロ ー タ直径：45m (取付位置：地上37. Om)

1-3. 事故概要

推 定時刻：平成30年8月23日 22:57

く周辺の事象、 倒壊シー ケン

国―
紡 島

沼

‘
'

、

↓

ヽッ
.
'
，
 

` ．

‘
‘
 

9
,
＇
少'
9
9
,

ヤ
＇辰

，
湾

\� 

スより推定＞

発 見時刻：平成30年8月24日6:15頃 図1-1 サイト位置図

付近を散歩している住民が発見。

倒 壊状況：北北東（真北から約14度東寄り）に向けてタワー全体が倒伏、 ローターヘッドが

地面に激突。 2枚のブレー ドは先端付近が折損し飛散、 1枚のブレー ドはシェルが

桁部分から分離し飛散。 基礎は、 ペデスタル部・フ ー チング部が分離し、 主鉄筋

が破断。
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図1-6

鉄筋破断面（ペデスタル底面）

・ 鉄筋に腐食は確認さ

れなかった。
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図1-7 基礎図（破断面）

図1-8 ロ ーターヘッドが地面に激突

震災記念公園の指定管理

自家用電気工作物の
保安管理業務委託契約 旦（株）ほくだん

（一財） 関西電気保安協会

周辺の被害：

施設の構内柱①が1本プレ
ー ドにより切断され、 別の

構内柱②が1本倒伏した。

図1-9 構内柱①（折損） 図1-10 構内柱②（倒伏）

周辺の事象 ：8月23日 22:57,..,_,22:ssに関西電力からの配電が停止。

2. 風車の運転状況と管理体制について

2-1. 風車の廃止に至る状況について

平成29年5月21日に電力変換装置が故障。 運転停止。

風車の運転を継続するための概算費用をケースに応じて試算く7,..,_,21百万円＞

過去15年間の維持管理（保守点検含）費用・売電費用は、 それぞれ55百万円·76百万円。

→風車の運転を継続するための費用および過去15年間の維持管理（保守点検含）費用・売電費

用を考慮し、 平成29年9月に風車を廃止する方向で淡路市は決定。

風車の撤去完了時期の目標設定を平成31年度末としていた。

2-2. 風車の管理体制について

風車の管理体制については、 図2-1・表2-1に示すとおり設置者く（株）ほくだん＞を中心とし

て、 所有者＜淡路市＞や電気主任技術者等く（一財）関西電気保安協会・ （株）きんでん・三

菱重工業（株）＞の管理範囲が多階層に及んでいた。

（株）きんでん

図2-1 管理体制図

表2-1 管理体制概要

2019年3月11日
淡路市・（株）ほくだん

風車の年次保守点検契約

保守点検結果により、修繕方法の
相談等（資材の供給）

三菱重工業（株）

淡路市 （株）ほくだん （一財）関西電気保安協会 （株）きんでん 三菱重工業（株）

風車を含む
電気主任技術者 風車の年次保守点検

風車の設置・所有者
公園の指定管理者

（外部委託） の受託者 風車の製造者
く以下「所有者」＞

く以下「管理者」＞ く以下「保安管理業務外 く以下「保守点検 く以下「製造者」＞
部受託者」＞ 者」＞

公固管理担当者（正副 震災記念公園全体の運営管理 自家用電気工作物の保 保守点検業務委託 （株）きんでんか
2名）がいたが 、 指定管 を行う中 、 職員の減少もあり 、 安管理業務委託契約に基 契約に基づき風力発 ら修繕方法の相談等
理や施設を利用した観光 運転停止した風車に対する管理 づき電気保安業務担当者 電設備部分の年次点 ゜ （資材の供給）
施策の事務を行うだけで 意識が薄れていた。保安規程にを定めて電気設備の月次 検を実施。（日常点
、 風車に関する日常管理 おける総括管理者は代表取締役 点検 、 年次点検等を実施 検・遠隔監視は含ま
や運転に関する安全意識 が担い 、 連絡責任者・運転責任 。（風車については電気 ない。）＜毎年度 、

は薄かった。 者は同一人物であり 、 責任感を 設備のみ対象）＜平成2 保守点検に関る委託
持った担当者が事実上1名であ 5年11月の契約が現在 契約を締結。 ＞
った。 も継続＞

産業構造審議会
保安・消費生活用製品安全分科会
第１９回電力安全小委員会　参考資料










